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ＤＸ推進指標活用計画書 

 

１ ＤＸ推進指標の自己診断結果を踏まえた自社の課題 

当社は、取引先からの要請により顧客情報管理体制は整備しているため、プライバシー・データ

セキュリティは全体平均を超える水準だが、その他項目は「未着手」ないし「一部での散発的実

施」の状況であり、課題が多い。とりわけ、同業者と比べてビジョンや経営トップのコミットメン

トが不十分であったため、まずは経営者含めて経営幹部でＩＴ戦略の会議を定期的に開催し、自社

のＤＸの推進状況を管理することとした。 

また、ＩＴシステムの観点では、データ活用の面で課題が浮き彫りになった。当社は、平均ロッ

ト 10個以下という少量生産を行っており、加工機械も 50台超保有していることから、データ活用

を通じた見積もりの精度向上や生産管理改善は今後ますます重要になってくると認識している。 

 

２ 今後の対応策（事業計画の概要）（注） 

当社の少量生産体制を支える上で、これまではベテランの職員の勘に頼っていた部分が大きかっ

たが、上記１の課題認識を踏まえ、これからは原価管理・生産管理のシステムを導入し、従業員や生

産設備の能力を可視化し、工程ごとの作業時間・コストを営業担当者・製造現場が共有できるシス

テムを導入する。これにより、顧客から注文が入った際にすぐに納期・見積りを出すことができる

とともに、工場の稼働状況等から最適な生産計画を作ることができる。 

さらに、このシステムによって蓄積されたデータを次回以降の受注に活かし、見積もりの精度を

向上することで、収益向上につなげていく。 

（注）独立行政法人情報処理推進機構から提供されたＤＸ推進指標にかかるベンチマークを出力し、 

本計画書に添付してご提出ください。 

 

 ３ 前２を実施するための必要資金 

設 備 資 金 等 資  金  調  達 

システム導入費 １００，０００千円 

千円 

千円 

公庫 

民間金融機関 

自己資金 

５０，０００千円 

５０，０００千円 

千円 

合 計 １００，０００千円 合 計 １００，０００千円 

（令和４年４月） 

【事例】多品種少量の精密部品の製造業者 

ゴム印又は代表者の自署 


